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上空から既存崩壊等の 

最新状況を確認 

1 

四
月
二
十
一
日
□
令
和
八
年
度
の
中

部
森
林
管
理
局
の
重
点
取
組
事
項
を
公

表
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
□ 

    

○
国
民
の
安
全
□
安
心
の
確
保
と
地
域
に

寄
り
添
□
た
治
山
対
策
等
を
推
進
し
ま

す
□ 

 

◆
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応 

・
令
和
六
年
十
一
月
に
長
野
県
栄
村
が

管
理
す
る
林
道
施
設
で
発
生
し
た
地
す

べ
り
被
害
に
対
し
□
地
域
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
□
復
旧
に
向
け
て
村
と
連
携
し
対

応
し
ま
し
た
□ 

ま
た
□
令
和
六
年
七
月
に
長
野
県
上
高

地
六
百
沢
で
発
生
し
た
土
石
流
に
対
し
□

昨
年
の
観
光
シ
□
ズ
ン
終
了
後
か
ら
本

格
的
な
復
旧
工
事
を
進
め
て
お
り
□
今
年

度
も
引
き
続
き
□
早
期
復
旧
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
□ 

◆
災
害
予
兆
へ
の
対
応 

・
大
規
模
な
山
地
災
害
に
備
え
□
異
常
な

天
然
現
象
の
発
生
に
対
し
□
広
域
的
・
機

動
的
な
調
査
を
実
施
し
ま
す
□ 

        

◆
通
信
環
境
の
確
保 

・□
低
軌
道
衛
星
通
信
□
の
活
用
に
よ
り
□

山
間
奥
地
の
工
事
な
ど
で
□
監
督
職
員
の

立
会
を
現
場
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行
う

□
遠
隔
臨
場
□
を
実
施
す
る
ほ
か
□
土
石

流
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入
し
て
業
務
の
効

率
化
を
促
進
し
ま
す
□ 

 

◆
緑
の
守
り
手
認
定
事
業
者
制
度 

・
地
域
に
お
け
る
森
林
土
木
工
事
の
事

業
者
の
様
々
な
役
割
や
貢
献
を
□
見
え
る

化
□
し
□
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
に
知
□
て

い
た
だ
け
る
よ
う
新
た
な
取
組
と
し
て

□
緑
の
守
り
手
認
定
事
業
者
制
度
□
を
創

設
し
ま
し
た
□ 

□
こ
の
取
組
に
つ
い
て
は
□
七
・
八
ペ
□

ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
□□ 

       

令
和
八
年
度 

中
部
森
林
管
理
局
の 

重
点
取
組
事
項
を
紹
介
し
ま
す 

ライブカメラ画像の確認(写真上) 

設置したライブカメラにより工

事現場の現況を確認することで、

雨による増水状況等現場の安全性

を確認。 

遠隔臨場による数値確認(写真上) 

 監督員が上流の治山工事現場で

施工中の構造物の段階確認を行う

際、現地にいる現場代理人がライ

ブ共有する動画を事務所にてモニ

ター越しで確認し、長さを読み取

っている様子。 

林道の上部で地すべり(赤点線部分)を確認 

災害予兆への対応(写真上) 

 令和７年４月、岐阜県高山市の

上流域において、土砂流出と濁水

が発生しました。その後６月下旬

には集中豪雨も発生し、山地災害

の発生が懸念されたため、国有林

と隣接する民有林を含め、ヘリコ

プターにより上空から既存の崩

壊地周辺等の最新状況を確認し

ました。確認された民有林の山腹

崩壊の状況等は、高山市や関係機

関へ情報提供するとともに局 HP

へ掲載しました。 

Ⅰ 

国
民
の
安
全
・安
心
を 

支
え
る
取
組 

□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
わ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 
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Ⅱ 

地
域
の
森
林
・林
業
の 

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組 

   

○
改
正
森
林
経
営
管
理
法
等
を
踏
ま
え
□

国
有
林
と
し
て
□
市
町
村
へ
の
技
術
支
援

や
□
民
有
林
と
連
携
し
た
施
業
を
推
進
し

ま
す
□
ま
た
□
国
有
林
の
フ
□
□
ル
ド
を

活
用
し
た
低
コ
ス
ト
化
・
効
率
化
の
実

証
・
普
及
等
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
□ 

◆
地
域
特
性
に
応
じ
た 技

術
の
向
上
と
普
及 

・
各
種
研
修
を
通
じ
□
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
森
林
・
林
業
技
術
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
□
そ
の
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
□ 

 
 
 

            

◆
実
用
化
を
目
指
し
た
技
術
検
証 

・
下
刈
回
数
の
削
減
に
よ
る
省
力
化
に

向
け
て
□
植
栽
後
も
長
期
間
効
果
を
発
揮

す
る
超
緩
効
性
肥
料
を
添
加
し
た
ス
ギ

の
コ
ン
テ
ナ
苗
□
エ
リ
□
ト
ツ
リ
□
等
□

な
ど
を
植
栽
し
□
成
長
促
進
効
果
を
検
証

し
て
お
り
□
本
年
度
も
新
た
な
場
所
で
植

栽
と
初
期
調
査
を
行
い
ま
す
□ 

・□
滑
ら
せ
て
近
寄
ら
せ
な
い
□
新
発
想

で
シ
カ
等
の
忌
避
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
特
殊
樹
脂
ネ
□
ト
の
有
効
性
に
つ
い

て
□
南
信
署
□
飛
騨
署
□
愛
知
所
で
検
証

を
進
め
て
い
ま
す
□ 

 

             

             

           

◆
地
域
の
需
要
に
応
じ
た 

安
定
的
な
木
材
供
給
と
需
要
の
拡
大 

・
豊
富
で
多
様
な
森
林
資
源
を
有
す
る

特
性
を
活
か
し
□
国
産
材
の
安
定
供
給
を

下
支
え
す
る
と
と
も
に
□
伝
統
的
建
築
物

の
修
復
用
資
材
や
大
型
公
共
建
築
物
な

ど
特
殊
用
途
へ
の
ニ
□
ズ
に
も
対
応
し

て
い
き
ま
す
□ 

◆
樹
木
採
取
権
制
度
の
運
用 

・
民
間
事
業
者
が
一
定
区
域
を
一
定
期

間
□
安
定
的
に
国
有
林
内
の
樹
木
を
採
取

で
き
る
□
樹
木
採
取
権
□
を
設
定
し
□
事

業
者
の
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経

営
に
貢
献
し
ま
す
□
令
和
八
年
度
は
□
岐

阜
県
飛
騨
地
域
お
い
て
樹
木
採
取
権
者

の
公
募
を
行
□
て
い
ま
す
□ 

植栽木の周りに特殊樹脂ネ

ットを設置するとシカ等の蹄

(ひづめ)が滑り、忌避効果が見

込めます。 

（令和８年１月発行の広報誌

第258号にて、新たな獣害対策

の実証実験として紹介してお

ります。） 

社寺仏閣等の屋根資材として使用される

ヒノキの樹皮＝檜皮(ひわだ)を供給してい

ます。 

木材の安定供給を目的として、当局が管理する

土場で、民有林の原木も共同で取り扱っています。 

架線集材研修(写真上) 

 伐採した木材を搬出するための林業架線技術等を

有する技術者の育成が課題となっていることから、

令和７年９月、請負事業体の協力を得て、長野県木

曽谷の国有林において、長野県や近隣自治体の職員

へも参加を呼びかけて現地研修を実施しました。 

（令和７年９月発行の広報誌第 255 号でもこの研修

について紹介しております。） 

2 

□
□
□ 

□
□  

□
□ 

□
□ 
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カラマツとスギが混ざり合った人工林におい
て、帯状に伐採箇所と残存箇所を配置して面的
な複層林へ誘導しています。 

 

広葉樹林の更新の方法等を検討する現地
検討会を実施しています。 

3 

  
○
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
向
け
□
多
様
性
の
高
い
健
全
な
森
林
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
□ 

 

◆
生
物
多
様
性
の
保
全
に
配
慮
し
た 

森
林
施
業
の
実
施 

・
保
護
林
な
ど
の
原
生
的
な
天
然
林
は
□

継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
□
厳
格

な
保
護
□
管
理
を
図
り
な
が
ら
□
森
林
の

生
態
系
ネ
□
ト
ワ
□
ク
の
確
保
等
を
推

進
し
ま
す
□
人
工
林
は
□
多
様
な
伐
期
の

設
定
□
伐
採
面
積
の
縮
小
□
分
散
等
を
推

進
す
る
と
と
も
に
□
面
的
な
複
層
林
施
業

等
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
□ 

           

◆
広
葉
樹
林
の
森
づ
く
り
の
具
体
化 

・
広
葉
樹
の
出
材
へ
の
期
待
の
高
ま
り

も
踏
ま
え
□
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
の
具
体

化
に
向
け
□
令
和
八
年
度
は
伐
採
□
更
新

の
方
法
な
ど
に
関
す
る
検
討
や
樹
種
の

判
別
□
採
材
方
法
の
検
討
な
ど
広
葉
樹
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま

す
□ 

            

◆
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
を
推
進 

・
政
府
が
策
定
し
た
花
粉
発
生
源
対
策

に
お
い
て
□
令
和
十
五
年
ま
で
に
ス
ギ
人

工
林
を
約
二
割
削
減
す
る
と
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
□
伐
採
と
植
替
え
を
進
め
ま

す
□
ま
た
□
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
の

需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
□
安
定
調
達
に
向
け
て
関
係
団
体

と
調
整
を
進
め
ま
す
□ 

◆
シ
カ
□
ク
マ
対
策 

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
□
委
託
事
業

等
に
よ
る
捕
獲
□
猟
友
会
等
へ
の
わ
な
の

貸
し
出
し
な
ど
の
取
組
や
シ
カ
の
習
性

を
活
用
し
た
捕
獲
技
術
等
を
積
極
的
に

普
及
し
ま
す
□
ク
マ
に
つ
い
て
は
ク
マ
被

害
対
策
パ
□
ケ
□
ジ
等
に
基
づ
き
□
堅
果

類
の
結
実
状
況
調
査
を
適
切
に
実
施
し
□

出
没
傾
向
に
関
す
る
情
報
の
早
期
発
信

に
努
め
ま
す
□
ま
た
□
人
の
生
活
圏
へ
の

出
没
防
止
の
た
め
□
地
域
の
ニ
□
ズ
を
踏

ま
え
□
関
係
市
町
村
と
の
連
絡
□
調
整
を

図
り
□
国
有
林
野
内
に
お
け
る
緩
衝
帯
整

備
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
□ 

 

    

◆
伝
統
技
術
・
文
化
の
継
承
へ
の
貢
献 

・□
木
の
文
化
□
を
支
え
る
側
面
か
ら
□

木
曽
地
方
の
国
有
林
に
お
い
て
□
伝
統
的

な
伐
採
手
法
で
あ
る
□
三
ツ
紐
伐
り
□
の

技
術
継
承
に
協
力
し
て
い
ま
す
□ 

令
和
八
年
五
月
十
七
日
に
長
野
県
上

松
町
で
行
わ
れ
る
仮
御
樋
代
木
伐
採
式

に
お
い
て
も
□
三
ツ
紐
伐
り
□
に
よ
る
伐

採
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
□こ
の
他
□□
木

の
文
化
を
支
え
る
森
□
な
ど
を
通
じ
て
伝

統
技
術
□
文
化
の
継
承
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
□ 

 

三方向から斧で空洞を空ける「三ツ紐
伐り（みつひもぎり）」 
写真は令和７年６月５日に東濃署管
内の国有林で行われた「御用材伐採式
（ごようざいばっさいしき）」の様子
です。 
（令和７年７月発行の広報誌第254号
に紹介しております。） 

Ⅲ 

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り 

Ⅳ 

そ
の
他
の
取
組 

 □ 
 

□  

□ 
 

□   

□ 

□ 

□  

□    

□  

□ 

□  

□ 
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◆
□
昭
和
一
〇
〇
年
記
念
分
収
造
林
□ 

□
グ
リ
□
ン
シ
□
ア
リ
ン
グ
□
の
開
始 

・
林
野
庁
で
は
昭
和
一
〇
〇
年
を
記
念

し
□
全
国
の
国
有
林
で
□
昭
和
一
〇
〇

年
記
念
分
収
造
林
□□
グ
リ
□
ン
シ
□
ア

リ
ン
グ
□
を
展
開
し
て
い
ま
す
□ 

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
等
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
ニ
□
ズ
の

高
ま
り
を
踏
ま
え
□
幅
広
く
法
人
等
か

ら
募
集
し
□
針
葉
樹
に
加
え
□
広
葉
樹

の
植
栽
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
□ 

中
部
局
で
は
□
本
取
組
の
趣
旨
に
賛 

同
い
た
だ
い
た
地
域
の
住
民
団
体
及
び

木
材
製
造
業
者
二
社
と
の
間
で
分
収
造

林
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し

た
□
令
和
八
年
八
月
に
も
公
募
を
予
定

し
て
お
り
□
取
組
拡
大
に
向
け
た
情
報

発
信
を
行
□
て
い
き
ま
す
□ 

 

    

 

 

◆
御
嶽
山
国
定
公
園
の
指
定 

・
令
和
八
年
四
月
十
日
□
長
野
県
と
岐
阜

県
の
県
境
に
位
置
す
る
御
嶽
山
と
そ
の

周
辺
地
域
が
□
御
嶽
山
国
定
公
園
□
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
□ 

指
定
面
積
の
約
八
割
を
国
有
林
が
占

め
て
お
り
□
国
民
の
皆
様
に
本
国
定
公
園

の
テ
□
マ
□
雄
大
な
山
の
姿
と
多
彩
な
自

然
と
人
の
祈
り
が
織
り
な
す
山
岳
景
観
□

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
□
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
□ 

 

◆
中
部
森
林
管
理
局 
 

公
式 

Ｘ 

始
め
ま
し
た 

・
令
和
八
年
二
月
よ
り
公
式
Ｘ
を
始
め

ま
し
た
□
開
か
れ
た
国
有
林
と
し
て
□

広
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
話
題
も
含
め
広
く

国
民
の
皆
様
に
中
部
局
の
情
報
□
ト
ピ

□
ク
ス
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
□ 

□
企
画
調
整
課
□ 

     

                        
 
 
 
 
 
 
 
 

※
令
和
□
年
度
中
部
森
林
管
理
局
□

取
組
□
詳
細
□
□
当
局
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
読
□

込
□
□
□
□
□
□
□ 

伐期が近づくカラマツの分収造林地（東信署管内） 

水無林道（長野県木曽町開田）から望む御嶽山(木曽署管内) 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

4 

記者発表こぼれ話 

令和８年４月21日の事業概要説明

には報道機関８社から参加があり、

活発な質疑応答が行われました。 

「滑らせて近寄らせない」特殊樹脂

ネットについては、複数の記者が終

了後も熱心に尋ねていました。 

 

□ 
□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
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右
図
□
民
有
林
支
援
□
□
□
□
三
□
□
柱 

5 

中
部
森
林
管
理
局
で
は
□
職
員
の
能

力
向
上
や
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
□
年

間
計
画
に
基
づ
い
て
様
々
な
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
□ 

 

こ
の
中
に
は
□
国
有
林
に
よ
る
民
有
林

支
援
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
□
市

町
村
林
務
担
当
の
皆
さ
ま
の
森
林
・
林
業

に
関
す
る
知
識
や
技
術
力
の
向
上
に
ご

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内
し
て
い

る
研
修
が
あ
り
ま
す
□
今
回
は
□
現
場
で

必
要
な
基
礎
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
研
修

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
□ 

Ⅰ 

実
務
研
修
に
つ
い
て 

 

実
務
研
修
は
□
民
有
林
支
援
に
向
け
た

取
組
の
三
つ
の
柱
の
一
つ
で
□
令
和
八
年

度
の
研
修
内
容
等
は
□
下
表
に
示
す
と
お

り
で
す
□ 

研
修
は
三
日
か
ら
五
日
間
程
度
の
期

間
で
□
市
町
村
職
員
の
皆
さ
ま
の
業
務
の

ご
都
合
に
応
じ
て
□
例
え
ば
□
五
日
間
の

う
ち
二
日
間
を
受
講
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
□ 

令
和
八
年
度
は
□既
に□
森
林
の
見
方
□

と□
森
林
の
育
成
□□
い
ず
れ
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
□

に
各
三
名
□
延
べ
六
名
の
受
講
申
請
が
あ

□
た
と
こ
ろ
で
す
□
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
は
集
合

研
修
と
比
較
し
て
受
講
し
や
す
い
形
で

す
□
せ
□
か
く
の
機
会
で
す
の
で
□
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
活
用
を
検
討
く
だ

さ
い
□
も
ち
ろ
ん
□
現
地
研
修
へ
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
実
務
の
習
得
の
お
役
に
立

て
る
と
思
い
ま
す
□
ま
た
□
実
務
研
修
と

は
別
に
□
地
域
が
限
定
さ
れ
ま
す
が
□
岐

阜
県
下
呂
市
近
隣
の
自
治
体
等
へ
は
□
森

林
・
技
術
支
援
セ
ン
タ
□
か
ら
ド
ロ
□
ン

操
作
講
習
会
に
つ
い
て
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
□
十
月
上
□
中
旬
開
催
予
定
□□ 

自
治
体
の
林
務
担
当
の
皆
さ
ま
、
国
有
林
の 

職
員
と
一
緒
に
研
修
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か 
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Ⅱ 

外
部
講
師
□
□
□
実
務
研
修
□
紹
介 

 
昨
年
に
市
町
村
等
か
ら
参
加
い
た
だ

い
た
□
先
進
技
術
研
修
□
と
□
架
線
集
材

研
修
□
に
つ
い
て
は
□
令
和
七
年
九
月
発

行
の
広
報
誌
□
中
部
の
森
林
□
第
二
五
五

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
□
そ
の
他
の

研
修
を
ご
紹
介
し
ま
す
□ 

□
林
木
育
種
研
修
□ 

令
和
七
年
九
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で

東
信
森
林
管
理
署
及
び
林
木
育
種
セ
ン

タ
□
試
験
地
な
ど
で
行
□
た
研
修
に
は

六
名
が
受
講
し
ま
し
た
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
修
は
講
義
□
座
学
□
と
現
地
実
習
を

組
み
合
わ
せ
た
形
で
行
わ
れ
□
専
門
家
で

あ
る
林
木
育
種
セ
ン
タ
□
の
研
究
者
が

講
師
と
な
り
□□
エ
リ
□
ト
ツ
リ
□
と
花

粉
症
対
策
品
種
の
開
発
・
普
及
□□
林
木

遺
伝
資
源
の
収
集
・
保
存
・
利
用
□
及
び

□
新
し
い
育
種
技
術
□
ゲ
ノ
ム
編
集
□
の

林
木
に
お
け
る
取
組
□
に
つ
い
て
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
□ 

現
地
実
習
は
□
カ
ラ
マ
ツ
□
を
メ
イ
ン

に
行
わ
れ
□
成
長
が
早
く
材
質
も
よ
い
優

良
な
苗
に
な
り
得
る
か
を
評
価
す
る
た

め
の
次
代
検
定
林
や
□
検
定
で
評
価
さ
れ

た
エ
リ
□
ト
ツ
リ
□
か
ら
さ
ら
に
選
抜

さ
れ
た
特
定
母
樹
な
ど
を
見
学
し
た
の

ち
□
長
野
県
御
代
田
町
に
あ
る
□
特
定
母

樹
を
増
や
す
施
設
で
あ
る
林
木
育
種
セ

ン
タ
□
長
野
増
殖
保
存
園
の
苗
畑
及
び

カ
ラ
マ
ツ
採
穂
園
に
て
苗
木
の
生
産
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
□
カ
ラ
マ
ツ
の
球

果
採
取
を
体
験
し
ま
し
た
□ 

□
森
林
環
境
教
育
実
践
者
育
成
研
修
□ 

 

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
三
十

日
ま
で
局
研
修
教
室
及
び
長
野
県
上
田

市
の
菅
平
高
原
で
行
□
た
研
修
に
は
□
木

曽
広
域
連
合
か
ら
一
名
が
参
加
□
合
計
七

名
が
受
講
し
ま
し
た
□ 

研
修
で
は
□
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し

自
然
学
校
か
ら
講
師
を
迎
え
□
森
林
環
境

教
育
の
企
画
・
立
案
に
関
す
る
手
法
等
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
□
実
習
で
は

観
察
系
・
創
造
系
・
チ
□
ム
ビ
ル
ド
系
な

ど
複
数
の
野
外
活
動
を
実
践
し
□
観
察
系

で
は
□
森
の
つ
な
が
り
探
し
□
を
キ
□
ワ

□
ド
に
□
生
き
物
の
痕
跡
を
探
す
と
い
□

た
課
題
を
ク
リ
ア
し
つ
つ
各
自
が
考
え

る
□
つ
な
が
り
□
を
披
露
し
ま
し
た
□ 

□
終
わ
り
に
□ 

民
有
林
の
管
理
に
市
町
村
が
仲
介
役

と
し
て
関
わ
る
□
森
林
経
営
管
理
制
度
□

や
□
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
の
財
源
と

な
る
□
森
林
環
境
譲
与
税
□
の
導
入
な
ど

に
よ
り
□
市
町
村
が
民
有
林
の
森
林
整
備

に
果
た
す
役
割
と
そ
の
重
要
性
は
□
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
増
し
て
い
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
□ 

各
自
治
体
で
林
務
を
担
当
さ
れ
る
皆

さ
ま
が
□
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
つ
つ
研

修
に
参
加
す
る
の
は
□
ハ
□
ド
ル
が
高
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
□
ま
た
□
市
町
村
等

で
は
林
務
担
当
者
が
少
な
く
□
こ
の
よ
う

な
研
修
を
独
自
に
開
催
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
□
し
か
し
□
研

修
に
参
加
し
□
職
員
と
交
流
い
た
だ
く
こ

と
で
□
国
有
林
職
員
に
と
□
て
も
□
気
づ

き
や
学
び
の
視
点
を
得
ら
れ
□
同
じ
林
業

行
政
を
支
え
る
職
員
と
し
て
貴
重
な
機

会
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
□ 

 

今
後
も
実
務
研
修
を
含
む
民
有
林
支

援
の
取
組
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
□
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
□ 

 

 

研
修
の
お
申
込
み
は
□
概
ね
研
修
実
施

日
の
一
□
月
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
□ 

研
修
に
関
す
る
ご
相
談
は
中
部
森
林

管
理
局
研
修
所
も
し
く
は
□
総
務
課
ま
で
□ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
〇-

三
一
六
〇-

六
五
一
四 

□
総
務
課
□ 

 

林木育種センター苗畑での実習 

国有林内カラマツ次代検定林での実習 

菅平高原での「森のつながり探し」 

6 

□ 
 

□ 
 

□ 

□
□
□
□
□ 
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7 

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
山
林
の
現
場

で
は
多
く
の
森
林
土
木
工
事
の
事
業
者

□
以
下□
森
林
土
木
事
業
者
□と
い
う
□□

が
活
動
し
て
い
ま
す
□
こ
れ
ら
の
事
業
者

は
□
単
に
治
山
・
林
道
施
設
の
整
備
や
維

持
管
理
の
担
い
手
で
あ
る
だ
け
で
は
な

く
□
平
常
時
に
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
□
ア

活
動
を
行
□
た
り
□
災
害
時
に
は
最
前
線

で
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
担

□
た
り
す
る
な
ど
□
地
域
を
支
え
る
担
い

手
と
し
て
□
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な

パ
□
ト
ナ
□
で
も
あ
り
ま
す
□ 

そ
の
一
方
で
□
森
林
土
木
事
業
者
が
活

動
す
る
現
場
の
多
く
は
山
間
奥
地
の
た

め
□
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
□
地
域
住

民
等
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
□ 

こ
の
た
め
□
中
部
局
で
は
こ
う
し
た
森

林
土
木
事
業
者
の
方
々
に
今
後
も
誇
り

を
持
□
て
事
業
を
継
続
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
新
た
に
□
緑
の
守
り
手
認
定
事
業

者
制
度
□
を
創
設
し
ま
し
た
□
こ
の
制
度

で
は
□
こ
れ
ま
で
地
域
で
果
た
し
て
き
た

様
々
な
役
割
・
貢
献
に
つ
い
て
□
見
え
る

化
□
す
る
と
と
も
に
□
広
く
地
域
住
民
等

に
知
□
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
□ 

認
定
の
対
象
は
□
中
部
局
管
内
に
お
い

て
森
林
土
木
事
業
者
が
過
去
二
年
間
に

実
施
し
た
取
組
の
中
か
ら
次
に
掲
げ
る

八
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
□ 

◆
継
続
貢
献(
治
山
林
道
・
治
山
・
林
道) 

◆
災
害
対
応
活
動 

◆
国
土
緑
化
活
動 

◆
ボ
ラ
ン
テ
□
ア
活
動 

◆
環
境
配
慮 

◆
労
働
安
全 

◆
人
材
育
成 

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工 

基
準
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
た
項
目

と
そ
の
数
に
応
じ
て
四
つ
の
グ
レ
□
ド

□
プ
ラ
チ
ナ
□□
ゴ
□
ル
ド
□□
シ
ル
バ
□
□

□
ブ
ロ
ン
ズ
□
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
□ 

                           

                           

 

あ
な
た
の
街
で
見
か
け
る
あ
の
会
社
、 

山
奥
で
活
動
す
る
緑
の
守
り
手
か
も
し
れ
ま
せ
ん 

～
緑
の
守
り
手
認
定
事
業
者
制
度
に
つ
い
て
～ 
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初
め
て
の
募
集
と
な
□
た
令
和
七
年

十
二
月
中
旬
か
ら
令
和
八
年
一
月
末
ま

で
の
間
に
□
長
野
・
岐
阜
・
新
潟
の
各
県

に
所
在
す
る
森
林
土
木
事
業
者
よ
り
□
認

定
に
係
る
五
十
二
件
の
申
請
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
□
認
定
基
準
に
基
づ
い
た
審

査
の
結
果
□
三
つ
の
事
業
者
が
□
全
て
の

項
目
が
認
定
と
な
る
□
プ
ラ
チ
ナ
□□
四

十
九
の
事
業
者
が
□
継
続
貢
献
と
災
害
対

応
活
動
を
含
む
五
項
目
以
上
認
定
と
な

る
□
ゴ
□
ル
ド
□
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
□

な
お
□グ
レ
□
ド
が
下
位
の□
シ
ル
バ
□
□

や
□
ブ
ロ
ン
ズ
□
に
認
定
さ
れ
た
事
業
者

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
□ 

こ
れ
を
受
け
□
令
和
八
年
四
月
二
十
日

に
□
最
上
位
の
□
プ
ラ
チ
ナ
□
認
定
を
受

け
た
森
林
土
木
事
業
者
に
対
す
る
認
定

証
授
与
式
を
中
部
局
に
て
行
い
ま
し
た
□

該
当
す
る
事
業
者
は
□
左
記
の
と
お
り
で

す
□
五
十
音
順
□□ 

◇
ス
ワ
テ
□
ク
建
設
株
式
会
社 

(

長
野
県
諏
訪
市) 

◇
株
式
会
社
羽
田
組 

 

□
長
野
県
小
県
郡
長
和
町
□ 

◇
株
式
会
社
和
田
組 (

長
野
県
長
野
市)  

 

 

認
定
証
授
与
に
先
立
つ
挨
拶
で
佐
伯

局
長
は
□
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
多
岐

に
わ
た
る
取
り
組
み
が
極
め
て
高
く
評

価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
プ
ラ
チ
ナ
認
定

に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
□

地
域
を
支
え
る
重
要
な
パ
□
ト
ナ
□
と

し
て
□
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
□ 

 

今
回
□
緑
の
守
り
手
認
定
事
業
者
と
し

て
認
定
さ
れ
た
事
業
者
の
県
・
市
町
村
別

の
一
覧
は
下
表
に
示
す
と
お
り
で
□
長
野

県
内
が
三
十
三
□
岐
阜
県
内
が
十
五
□
新

潟
県
内
が
四
と
な
□
て
い
ま
す
□
個
別
の

事
業
者
名
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
□ 

も
し
か
す
る
と
□
あ
な
た
の
街
の
あ
の

会
社
が
□
街
中
で
見
か
け
る
あ
の
会
社
が
□

人
知
れ
ず
山
の
奥
で
□
下
流
域
に
住
む
み

な
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
汗
□

を
流
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
□ 

県 市町村
認定事業者

数

飯田市 6
長野市 5
大町市 3

南木曽町 3
諏訪市 2
小海町 2
上田市 1

駒ヶ根市 1
小諸市 1
佐久市 1
塩尻市 1
松本市 1

軽井沢町 1
木曽町 1
長和町 1
大桑村 1
大鹿村 1
木祖村 1
小計 33

高山市 5
中津川市 4
下呂市 3
飛騨市 1
本巣市 1

揖斐川町 1
小計 15

糸魚川市 3
上越市 1
小計 4

52合計

長野県

岐阜県

新潟県

認
定
事
業
者
一
覧
は

こ
ち
ら 

→
 

8 

(写真上) 

4 月 20 日に行われた、緑の守り手

認定事業者認定証授与式 

（プラチナ認定を受けた３社） 

前列左から、 

・スワテック建設株式会社 

  代表取締役 柿澤 充 様 

・株式会社羽田組 

  代表取締役 佐藤 公明 様 

・株式会社和田組 

  代表取締役 和田 幸文 様 



※詳細は、ＱＲコードを
読み込んでください。

設
定
目
的

日
本
海
側
の
冷
温
帯
を
代
表
す
る
ブ
ナ
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
い
る

こ
と
や
、
比
較
的
低
い
標
高
（
一
、
〇
〇
五
～
一
、
五
九
六
㍍
）
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
、
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ
等
の
高

山
性
の
植
物
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
湿
地
を
生
息
域
と
す
る
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
オ
オ
ル
リ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
等
が

生
息
し
て
い
る
た
め
保
護
し
て
い
ま
す
。

地
況岐

阜
県
北
部
飛
騨
山
地
の
一
端
に
位
置
す
る
多
雪
（
湿
雪
）
地
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
腹
か
ら
下
部
に
か
け
て
は
褐
色
森
林
土
、
上
部
に
は

ポ
ト
ゾ
ル
化
土
壌
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

所在地
岐阜県飛騨市

国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生物の生育・
生息の場となっている森林が多く残されています。
国有林野事業では、1915年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、森林や

野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・管理を行って
います。

お問い合わせ先：計画保全部計画課 ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
読み込んでください。

ਐ
ణ
ঈ
ॼ
ൌ
૘
଻
৬
ණ
৳
૧
௔

ऽ
॒
ऩ
ा
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第 259 号             ＜現場最前線からの便り＞            令和 8 年 5 月 

□
中
信
森
林
管
理
署 

鹿
島
森
林
事
務
所
□ 

 
森
林
官 

岡
本 

守 
 

鹿
島
森
林
事
務
所
は
□
長
野
県
北
西
部

に
あ
る
大
町
市
に
位
置
し
□
管
轄
区
域
は

県
境
と
な
る
稜
線
の
五
竜
岳
か
ら
槍
□
岳

ま
で
の
二
九
□
九
五
一
□
で
□
中
信
森
林
管

理
署
の
国
有
林
面
積
の
約
三
割
を
管
理
し

て
い
ま
す
□
内
訳
は
天
然
林
が
六
十
八
％

を
占
め
□
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
の

人
工
林
は
約
三
％
程
度
し
か
な
く
□
残
り

の
二
十
九
％
は
木
が
生
え
て
い
な
い
岩
石

地
等
に
な
り
ま
す
□ 

管
内
に
は
北
ア
ル
プ
ス
を
代
表
す
る
植

物
群
落
や
希
少
な
天
然
林
も
多
く
□
カ
ラ

マ
ツ
等
と
大
群
落
を
形
成
す
る
□
湯
俣
キ

タ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
遺
伝
資
源
□

や
□
ヒ
ノ
キ
分
布
の
北
限
部
の
一
つ
で
あ

る
□
鹿
島
ヒ
ノ
キ
等
遺
伝
資
源
□
な
ど
の
希

少
個
体
群
保
護
林
に
設
定
し
て
保
護
・
管

理
し
て
い
ま
す
□ 

ま
た
日
本
三
大
雪
渓
の
一
つ
と
称
さ
れ

る
□
針
ノ
木
大
雪
渓
□
や
□
黒
部
立
山
ア
ル

ペ
ン
ル
□
ト
の
長
野
県
側
玄
関
口
の
扇
沢

駅
が
あ
り
□
昨
年
の
ト
ン
ネ
ル
電
気
バ
ス

は
八
十
五
万
一
千
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
□ 高

瀬
入
国
有
林
内
に
は
ロ
□
ク
フ
□
ル

ダ
ム
と
し
て
日
本
第
二
位
の
高
さ
一
七
六

□
を
誇
る
□
高
瀬
ダ
ム
□
が
迫
力
を
見
せ
□

そ
の
上
流
域
に
は
□
大
正
十
一
年
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
□
噴
湯
丘
□
が

あ
り
ま
す
□
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
温

泉
水
に
よ
り
長
い
年
月
を
か
け
て
作
り
出

さ
れ
た
独
特
の
形
状
を
し
て
お
り
□
学
術

上
貴
重
な
自
然
現
象
で
す
□
ま
た
□
高
瀬
渓

谷
の
葛
温
泉
に
近
い
国
有
林
内
に
は
□
高

さ
が
約
十
□
□
周
囲
は
三
十
□
を
超
え
る

巨
大
な
転
石
□
仙
人
岩
□
が
岩
上
に
森
林
を

形
成
し
□
ひ
□
そ
り
と
佇
ん
で
い
ま
す
□ 

業
務
に
お
い
て
は
管
理
業
務
が
主
体
で
□

大
町
市
を
は
じ
め
山
小
屋
関
係
や
電
力
会

社
の
ダ
ム
関
係
等
の
貸
付
件
数
が
多
く
あ

る
た
め
□
計
画
的
な
現
地
確
認
・
調
査
等
を

心
掛
け
て
い
ま
す
□ 

地
元
関
係
は
□
雪
解
け
の
春
か
ら
国
有

林
に
関
係
す
る
各
県
道
の
冬
季
閉
鎖
解
除

に
向
け
た
現
地
調
査
に
始
ま
り
□
植
樹
祭

や
開
山
祭
□
夏
に
は
高
瀬
渓
谷
フ
□
ス
テ

□
バ
ル
等
に
参
加
す
る
な
ど
□
地
元
と
も

連
携
・
協
力
し
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
ま
す
□ 

ま
た
□
平
成
二
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た

全
国
□
山
の
日
□
の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
始

ま
□
た
中
信
森
林
管
理
署
の
カ
レ
ン
ダ
□

配
布
に
つ
い
て
□
暫
く
は
ホ
□
ム
ペ
□
ジ

へ
の
掲
載
の
み
と
し
て
い
ま
し
た
が
□
久

し
ぶ
り
に
各
市
町
村
へ
配
布
し
た
と
こ
ろ

好
評
で
し
た
の
で
今
後
も
継
続
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
□ 

 

□
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
□
セ
□
ジ
□ 

昨
今
の
ク
マ
問
題
に
も
通
じ
る
人
と
野

生
動
物
と
の
関
わ
り
方
や
□
多
く
の
環
境

問
題
を
修
復
・
改
善
し
て
い
く
う
え
で
も

重
要
な
森
林
で
あ
る
□
国
有
林
□
を
し
□
か

り
守
り
な
が
ら
ど
の
様
に
活
用
し
て
い
く

か
□
と
て
も
大
変
な
仕
事
で
大
切
な
仕
事

で
す
□
も
し
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
ら
□

こ
の
職
場
で
新
し
い
考
え
方
や
最
新
の
技

術
を
使
□
て
国
有
林
を
も
□
と
色
ん
な
分

野
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
□ 

 
 

□
□
□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□
□ 

噴湯丘のある高瀬渓谷 

仙人岩にて筆者(点線枠内) 

□ 

□ 
□ 

□ 

□ 

□ 
□ 

□ 

□ 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

□ 

□ 

□ 

□  

□ 

 

□ 

□
□
□
□
わ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
わ 

□
□
□
□
□
□ 

□ 

□ 
□ 
□ 

□ 
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枕木の検査の様子を見学 

恒
例
の
□
冬
の
森
林
教
室
□
を
開
催
！ 

□
中
信
森
林
管
理
署
□ 

十
二
月
十
一
日
□
松
本
市
堀
米
保
育
園

の
園
児
十
八
名
□
年
長
組
□
を
対
象
に
冬
の

森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
□ 

園
児
達
は
□
ど
ん
ぐ
り
や
森
の
生
き
物

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
学

ん
だ
あ
と
□□
ほ
り
ご
め
ど
ん
ぐ
り
の
木
□

と
題
し
て
模
造
紙
に
描
い
た
太
い
幹
の
周

り
に
□
葉
□
ぱ
や
ど
ん
ぐ
り
の
形
の
折
り

紙
を
貼
り
付
け
ま
し
た
□
令
和
七
年
は
山

の
ど
ん
ぐ
り
が
不
作
で
熊
が
エ
サ
を
求
め
□

里
に
下
り
て
食
べ
物
を
探
し
て
い
た
の
で
□

折
り
紙
を
貼
り
な
が
ら
全
員
で
翌
年
の
ど

ん
ぐ
り
の
豊
作
を
願
い
ま
し
た
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

        

広
葉
樹
の
有
利
販
売
に
向
け
た
勉
強
会 

 
 
 
 
 
 

□
名
古
屋
事
務
所
□ 

十
二
月
十
五
日
□
近
年
需
要
が
高
ま
る

国
産
広
葉
樹
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を
目

的
と
し
て
□
株
式
会
社
小
林
三
之
助
商
店

に
御
協
力
頂
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
□
各

署
等
の
職
員
約
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
□ 

午
前
中
は
□
岐
阜
県
各
務
原
市
に
あ
る

同
社
の
広
葉
樹
原
木
市
場
を
見
学
し
□
広

葉
樹
の
多
用
な
用
途
□
良
材
の
見
分
け
方

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
□ 

午
後
か
ら
は
□
枕
木
の
製
造
を
主
と
し

て
チ
□
プ
製
造
や
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
も
行

う
可
児
工
場
で
□
木
材
を
有
効
活
用
す
る

取
組
な
ど
の
説
明
を
受
け
□
今
後
期
待
さ

れ
る
国
産
広
葉
樹
の
供
給
に
向
け
て
□
有

意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
□ 

    

昨
年
四
月
中
旬
か
ら
応
募
を
開
始
し
た

□
中
部
の
森
林 

フ
□
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

二
〇
二
五
□
に
つ
き
ま
し
て
は
□
締
切
の
十

二
月
中
旬
ま
で
に
□□
山
の
仕
事
に
ス
ポ
□

ト
ラ
イ
ト
□□
人
の
心
を
惹
き
つ
け
る
山
の

表
情
□
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
□
マ
に
数
多
く
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
□ 

作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
□ 

今
後
審
査
を
行
い
□
二
月
中
旬
以
降
に

入
賞
作
品
を
お
知
ら
せ
の
予
定
で
す
□ 

          

  

           

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メールマガジンへ登録いただくと、広報「中部の森林」

の発行日に URL を配信します。 

（奇数月の発行を予定） 

メールマガジンの登録サイト 

https://mailmag.maff.go.jp/m/entry において 

配信を希望するメールマガジンの中から 

中部森林管理局広報「中部の森林」を選択して下さい。 

広報 「中部の森林」 259 号 

発行：林野庁中部森林管理局 

編集：総務企画部 総務課 広報 

 

〒380-5875 長野県長野市栗田715-5 

電話：０２６－２３６－２５３１ 

https://www.rinya.maff.go.jp/chubu 

各
地
か
ら
の
便
り 

各地からの便りは、ホームページへ詳細を 

掲載しておりますのでどうぞご覧ください。 
各地からの便り 

ほりごめどんぐりの木を作成した園児達 

か 

が 

み 

は 

ら 

ほ
り
ご
め 

多
く
の
ご
応
募 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

か 

に 

 


